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言

⑬
人
を
か
え
よ
う
と
す
れ
ば

ま
ず
自
分
を
あ
ら
た
め
よ

飼
相
手
方
の
理
解
が
大
切

対
立
は
選
る
べ
し

椚
礼
金
教
沓
泰
郎
四
十
名
余
り
は
削

る
い
酎
づ
く
り
の
修
純
と
銘
打
っ
て
、

去
る
二
月
九
日
（
日
）
午
前
八
時
水
巻

町
を
後
に
し
て
遠
川
筋
街
道
を
紺
革

帯
牌
の
奥
地
へ
伺
う
こ
と
に
な
ゥ
た
。

先
ず
三
十
二
在
虎
に
於
け
る
全
国
優
良

公
民
館
と
し
て
文
部
大
臣
よ
り
表
彰
さ

れ
た
実
碑
を
持
つ
精
油
酎
公
民
館
並
び

に
稲
顎
即
公
民
館
に
赴
く
こ
と
に
予
定

さ
れ
た
。

第
一
の
目
的
地
穂
渡
田
は
脚
期
の
通
り

挺
砿
に
よ
っ
て
栄
え
た
。
一
昨
年
ま
で

全
国
一
位
の
大
き
い
村
で
、
昨
年
即
制

を
麺
付
し
た
人
口
増
丁
八
九
六
八
、

九
・
三
九
七
世
蹄
と
い
う
、
勿
輸
当
附

や
中
間
・
宮
田
・
川
崎
・
鞍
手
等
と
共

さ
て
左
の
山
機
地
帯
に
畢
レ
い
社
宅
風

の
イ
ヲ
カ
が
鉦
び
、
着
火
し
い
炭
鉱
風

東
が
力
強
く
畠
ま
れ
た
。

公
民
館
は
玄
関
に
考
市
草
的
参
考
品
が

多
く
陳
列
さ
れ
て
あ
彗
一
行
の
目
を

射
止
て
く
れ
た
。

父
、
特
に
大
ホ
ー
ル
は
、
観
劇
に
対
す

る
考
慮
が
十
分
な
さ
れ
て
あ
り
、
さ
な

が
ら
一
流
の
劇
場
へ
で
も
案
内
さ
れ
た

感
が
あ
っ
た
。
一
行
は
一
画
の
談
義
室

で
一
応
の
説
朋
を
聞
く
こ
と
に
な
り
、

下
に
上
り
、
鶴
亀
の
飾
り
も
晴
れ
が
ま

し
い
日
本
間
に
案
内
さ
れ
、
皐
速
主
都

さ
ん
の
説
朋
に
人
の
ヽ
一
行
と
級
数
会

の
形
で
机
這
闇
余
り
、
質
疑
応
茶
が

展
開
さ
れ
、
終
っ
て
二
十
分
余
り
実
地

視
察
が
な
さ
れ
た
が
、
特
に
図
脊
館
の

実
用
度
が
日
を
惹
い
た
。
簡
椅
生
や
中

学
生
従
の
男
女
が
蛾
胆
も
勉
強
し
て
い

る
姿
で
、
全
く
う
ら
や
ま
し
い
次
第
で

あ
っ
た
。

概
況
を
埠
升
す
る
と

【
柄
披
旧
】

木
造
二
階
建
三
〇
五
、
〇
七
坪

延
両
横
（
麹
）
三
九
八
、
五
七

坪
数
地
面
栖

会
　
議
　
要

図
ム
言
　
草

九
四
二
、
Ｃ
坪

3
　
三
二
坪

－
四
八
坪

展凛呉談礼請

示…範許は夫脛

…要望当墜彗＝室

11111

八三八八二二
坪ｊ坪坪坪料と

に
現
象
七
大
プ
Ｕ
ッ
ク
的
村
の
雄
と
し

て
有
名
で
あ
り
、
附
内
炭
鉱
も
口
嫉
・

三
菱
・
住
友
の
大
手
筋
と
、
久
恒
・
原

田
等
が
有
り
、
黒
煙
と
硬
Ⅲ
は
各
所

（
丘
硬
地
帯
）
に
卯
的
雰
間
気
を
充
満

さ
せ
、
陥
落
の
為
陸
の
多
い
田
地
に
は

桝
モ
ン
ペ
の
婦
人
方
が
か
ひ
人
～
し
く

妻
の
辛
入
れ
に
い
そ
し
ん
で
あ
る
風
景

は
、
小
串
日
加
の
当
日
特
別
に
楽
し
い
ｒ

思
い
を
か
こ
つ
実
況
で
も
あ
っ
た
。

一
時
間
余
り
い
ろ
！
1
弼
秘
し
て
、
次

の
稲
燕
へ
伺
う
こ
と
に
な
っ
た
。

稿
波
の
状
況
を
周
っ
た
一
行
は
、
当
附

の
そ
れ
と
い
ろ
ノ
＼
と
ひ
き
べ
つ
し
て

酷
は
次
か
ら
次
と
限
り
な
く
展
開
し
、

ブ
ロ
ッ
ク
金
橋
そ
の
他
で
よ
く
馴
染
ん

で
あ
る
方
々
も
、
つ
い
本
館
を
通
り
過

ぎ
る
と
い
う
状
況
で
、
一
行
は
バ
ス
を

膵
玖
て
、
六
角
堂
式
な
建
物
の
鮒
へ
舘

通
を
上
り
、
公
民
館
の
玄
関
に
赴
く
こ

と
に
な
っ
た
。

折
柄
結
婚
式
当
日
の
革
と
て
、
新
婦
・

新
郎
方
控
宴
の
隋
紙
も
鮮
か
な
一
画
廊

【
附
属
腿
設
】

稀
渡
田
背
少
年
野
営
訓
練
所八
〇
〇
坪

【
分
館
】
四
八
、
平
均
坪
数
　
三
〇
坪

殺
僻
と
し
て
は
夫
略
主
な
も
の
の
み
）

教
室
用
机
　
三
セ
、
会
議
用
机
一
四

円
卓
　
三
、
雅
樹
増
　
ｌ
、
応
接
台

ご
て
巡
回
文
空
癖
　
十
、
図
青
々
架

十
玉
、
鵜
板
七
、
火
鉢
　
三
五
、
教

授
用
緯
盤
一
、
締
姻
衣
琴
二
、
か
つ

ら
一
、
髪
飾
一
附
、
儀
式
銚
子

這
、
三
万
　
日
、
座
布
団
　
六
十
、

わ
し
　
十
、
ス
ト
ッ
プ
ウ
オ
ッ

チ
　
二

公
民
館
の
職
錦
は
常
勤
職
均
玉
へ

躯
職
一
人

（
館
長
は
教
育
長
、
副
館
長
は
申
学
校

長
）
群
衆
の
蘭
で
は
（
三
十
二
年
度
予
算
）

那
須
一
三
ｑ
一
二
二
千
円
の
拇

教
育
額
　
川
ｑ
〇
四
三
千
円
で
三
一
％

供
し
教
育
墳
申
社
会
教
育
額
の
占
む

る
比
率
は
十
％
で
あ
る
。

一
行
の
目
を
と
く
に
惹
き
つ
け
た
図
轡

餌
の
概
況
は

一
、
哲
学
、
宗
教
　
七
四
佃

二
、
歴
　
史
　
　
二
二
二
冊

三
、
社
会
科
学
　
一
六
一
個

四
、
自
然
科
学
　
－
6
0
冊

五
、
二
学
工
業
　
　
八
〇
冊

六
、
薦
七
、
葺

八
、
讃
九
、
文
合
　
計

一
二
六
冊

一
九
八
冊

六
四
冊

九
七
五
冊

四
、
二
〇
一
冊

児
意
図
専

本
館
　
二
五
Ｕ
呵
分
館
一
八
五
冊

新
聞
雑
誌
　
本
館
一
四
稀

分
館
　
丸
粁

革
業
の
主
な
も
の
は
ハ
補
助
金
と
し
て
）

分
館
講
座
　
一
〇
六
、
0
0
0
円

成
人
講
座
　
　
≡
ｑ
Ｃ
0
0
円

．
視
聴
覚
教
案
　
二
三
、
六
〇
〇
円

青
少
年
指
導
育
成
二
一
、
八
二
四
円

館
報
発
行
　
三
一
三
、
一
一
〇
〇
円

ｌ
勇
礫
宴
腐
入
代
等
）
二
〇
〇
、
0
0
Ｃ
円

体
育
事
業
　
一
三
〔
｝
0
0
0
円

分
館
事
業
に
対
し
て
一
五
〇
、
0
0
0
円

成
人
祭
　
一
三
五
、
五
〇
〇
円

敬
老
会
　
．
八
六
、
Ｏ
Ｃ
〇
円

文
化
祭
　
社
数
常
、
負
担
金
補
助
及

び
交
付
金
よ
り
充
当

尚
分
館
革
業
補
助
の
基
礎
系
数
と
し

て
は
世
帯
割
三
〇
餐
件
数
劉
掴
〇
％

経
常
割
　
三
〇
％
の
率
で
あ
る
。
ｒ

文
分
館
に
て
の
講
脛
補
助
と
し
て
は
契

雅
に
喫
し
た
経
常
の
金
額
父
は
一
部
を

本
館
よ
り
交
付

炭
坑
七
十
％
と
い
う
実
情
で
あ
る
と
の 礫 で 九　　 秒古手 菱

．

ば　は、
ず　 り
掠き　七
砿 大
田丁　プ
で　Ｕ
あ　 ツ

－　　 ）　 　ヽ　 ）　く 円　　　 ）

ｌ

傷 痍 軍 人 の 傷 病 恩 給 額 発 表 さ る

臨時恩給等調査が扇年 6 月16 口生れて、満 6 ヶ年其の間審議を重ねる

こと数 十回、12月15口岸総理大臣へ答申案を提出、又この案について

関係宵僚や代議士の検討を加え 2 月Ｊ0 日やっと発表されました。

内容は次表の通りであります。

ｌ
項款症

現　　 行 修 正 傷 病 恩 給 年 翫 備　　　 考

金　 額 憫差 金　　 額 ｌ間業＝曝加粕‖増加率

第一項症
円

116，の♂ＪＯＯ

門
ＣＪ95，のの
17 1，0の

1．48　 えた額である

一 一一一一　　 七項症以 卜

第二項症 94，0の 8！
（16 3，のの
139，の0

第三項症 75，080 65 ＪＪＪ，仇柑

第四項症
二 二品 Ｉ三 ；

77 （700 45 36，000 1．38 ⑧第七項症　 ．に

は普通恩給か併
給 される第五項症 23，000 20 43，のβ 25 20，0の Ｊ・8 7　 念　 考

第六項症 17，の0 Ｊ5 72，飢和 Ｊｐ 15誹の　 ．88 兵の第一項症の手

第七項症 Ｊ2，0の Ｊ♂ 21，0の
Ｊ　ｔ

12　 9，0 00　 1．75 となる

増加の恩給

171，の岬＿ｊ
第一款症 14，の♂ 12 22，のβ Ｊ3 8，0 00 1．57

第二款榎 12，の〃
ｌｌｌＯ

19，α粕 介護手当24，の 円

普通恩給30，の0円

（ベースアップ後〕

計　 225，の0円

第三款癌 10，000 ク
」 ＿

17，α粕

第四款症 ク・の♂ｌ
［ 8

14，0の

こ
と
。
公
民
館
は
阿
和
二
六
年
十
一
月

雑
穀
、
図
肯
館
は
尚
十
二
月
翠
。

本
館
妊
一
尺
七
郎
、
教
鞭
百
四
坪

図
背
鮒
総
門
Ｃ
坪

本
館
川
、
一
日
六
、
三
四
〇
円
、
図
歯

館
一
、
五
〇
Ｃ
、
Ｃ
Ｃ
Ｏ
円

本
館
ｌ
、
分
些
≡

公
民
館
蟄
（
社
会
教
育
）
四
、
四
八
五

三
二
二
円

主
な
事
業

①
成
人
講
座

⑧
吾
年
学
級

⑤
視
聴
覚
教
育

㊦
全
町
体
育
会

⑨
成
人
祭

㊤
結
婚
の
改
響

分
館
　
二
組

⑩
鮒
載
飛
行
、

⑧
婦
人
学
級

④
子
供
会

⑥
敬
老
会

⑧
文
化
祭

⑳
食
生
清
の
改
善

（
菅
衣
堰
二
組
）

図
酉
鮒
運
営

公
民
館
施
設
の
使
用
料
金

撒
鷺
　
午
前
中
百
円
年
後
ま
で
一
百

円
夜
（
十
膵
ま
で
）
四
百
円

日
本
間
　
午
削
申
五
十
円
午
後
ま
で

百
円
佼
（
十
時
ま
で
）
一
百
円

地
域
公
民
館
行
革
推
進
衆
と
し
て
六
十

六
刀
円
（
一
分
館
平
均
二
万
円
宛
）

さ
て
こ
の
即
で
は
、
婚
礼
に
関
す
る
改

革
が
地
に
つ
い
て
い
る
と
の
革
で
あ
り

そ
の
模
欄
は

一
客
三
十
人
で
頭
を
押
え
て
あ
り
、

カ
ツ
ラ
・
写
貰
師
・
帯
革
も
都
合
を
つ

け
る
と
い
う
革
で
あ
る
が
、
二
千
二
百

円
程
度
に
し
て
い
る
と
害
わ
れ
て
い
た

料
粥
＝
三
〇
〇
円
（
折
詰
）
跨
付
は
自

宅
で
さ
せ
る
、
酒
は
二
合
の
足
。

目
に
本
館
と
し
て
は
大
体
十
六
～
十
八

件
、
分
館
で
も
二
力
分
館
が
や
ゥ
て
い

る
が
月
平
均
十
回
位
（
管
煉
一
士
民
、

引
才
、
宅
）
と
の
革
で
あ
っ
た
。

十
一
時
半
頃
こ
の
公
民
館
を
後
に
し
て

楷
は
ま
だ
各
藩
に
ひ
と
し
い
八
木
山

帳
の
ス
リ
ル
を
昧
わ
い
、
炭
猷
肌
を
眼

下
に
駆
め
乍
ら
、
摺
所
篠
栗
に
椚
て
太

宰
附
天
満
宮
へ
赴
き
、
町
内
社
会
教
育

並
び
に
学
埼
教
育
の
先
華
を
祈
昭
し
、

咲
き
た
て
の
紆
・
白
梅
の
花
を
め
で
つ

ゝ
持
込
弁
当
で
腹
ご
し
ら
え
と
い
う
事

で
、
午
後
三
時
五
十
分
水
寺
田
を
め
ざ

し
て
帰
途
に
つ
い
た
。

調
理
針
生
徒
募

公
民
館
施
設
の
使
用
料
金
表
（
稲
築
町
）

教

室

（和
呵

次宴
の

小
Ａ
申
Ａ
大
∠ゝ
講

崩 堂

三悪二

室

ユく
議
宅

＿」／＼

公
議
寅

八

本
議
塞

名

広
六

周一
共三
　）

八 を一、、．一一一一一・▼一
し＿坪

′’ヽ七 五
至自

十
三三八
時時

至目

す±
ノし二
時時

五 6 ○ 五 6 ．絹

○ ○ ○ ○ ○

′「七

五 6 ○ 五 5 絹

′′、ｌ

ヽ
告 白

○ ○ ○ ○ ○

ｄ

李白

宇十

二二八
時時

終

日

6 五 6 6

○ （⊃ ○ ○ ○

四
〇
⊥ 四

〇
」」

′‾ヽ
－Ｊ∵
○

／ヽ ／＼ § 喜○ 五 ○
○ ○ ○ ○ ○

第
遠
賀
郡
水
巻
町
吉
田

公
立
水
巻
高
等
学
校

電
話
㊥
〇
四
〇
一
番

二

次

募

集

0

募

集

2

普

通

科

2

採

鉱

科

3

普

通

科

人
員第
一
学
年
（
屑
）

第
一
学
年
（
展
）

第
一
学
年
（
夜
）

4
第
二
学
年
以
上
編
入

0

修

業

年

限

各
学
年
四
ヶ
年
（若四三四
定千〇〇〇
時名名名名
制（（（（
）男男男男

ヽ　ヽ　）　　ヽ

女東　女
）　　）　　　　　）

⇔
入
学
瞥
∵
栢

1
新
制
中
学
卒
業
者

2
右
に
準
ず
る
も
の
（
旧
高
小
卒
業
者
等
）

的
学
　
　
　
費

1
入
学
金
　
三
〇
〇
円

2
校
納
金
八
且
甥
㌍
縄
濫
竃
）

3
教
科
啓
代
　
約
八
〇
〇
円

4
後
援
会
費
一
、
〇
〇
〇
円
（
入
学
当
初
の
み
）

的
卒
業
資
格
　
　
全
日
制
高
等
学
校
と
同
様

内
卒
業
生
の
現
況

1
年
薬
缶
約
二
〇
〇
名
　
就
職
先
　
目
顔
、
製
鉄
、
安
川
等

2
卒
業
生
の
進
学
大
学
　
几
工
大
、
秋
田
犬
、
鹿
児
島
大
、

日
大
、
日
体
大
、
学
芸
大
、
西
南

大
、
福
商
大
、
北
九
大
、
八
幡
大

0

試

験

日

時

昭
和
三
十
三
年
三
月
一

閂

試

験

課

目

十
日
（
日
）
年
前
十
時

（
十
分
前
に
必
ず
襲
口
の
こ
と
）

国
語
、
社
会
、
数
学
↓
廊
科

⇔
出
願
期
日
出
願
手
続
及
受
験
料

出
陳
期
日

出
願
手
続

受
験
料

昭
和
三
十
三
年
三
月
十
七
日
よ
り
三
月
二
十
九

∩
正
年
迄

入
学
願
、
出
身
学
校
調
査
書
（
又
は
之
に
代
る

証
明
書
）

三
〇
〇
円
を
本
校
事
務
室
に
提
出
．

㈱
△
押
雛
餉
和
三
麺
年
三
麺
十
一
日
午
前
九
時

、

．

一

（

．

　

．

．

・

」

　

．
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・
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．
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．

1

－

．

ル

♪

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

′

－

1

1

ノ

ｌ

Ｌ
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（2）窮13β号

タ
′
毛
「
－
也
の

寸
々
勝
本
も

報
う
あ
れ

修
覚
亀
レ報昭和33年3月10日

山
本
室
外
先
生
の

主
　
催
　
　
町

後
　
援
　
　
町

◇
清
き
心
に
な
ろ
う

◇
凡
て
の
対
立
を
な
く
し
よ
う

◇
物
は
金
銭
の
み
で
計
算
出
釆
な
い

◇
常
に
相
手
方
の
事
を
考
え
よ
う

Ａ　一∠ゝ
本　：Ｚミ

。
Ｈ
川
日
、
広
島
大
学
教
授
文
相
（

渾
士
宗
の
相
聞
で
、
“
屈
折
の
盗
等
と

島
根
憬
人
出
の
隙
洗
苛
の
両
件
職
）
川

本
窄
外
（
者
は
幹
姉
）
先
生
を
ｍ
き
午

前
中
－
Ｐ
Ｔ
Ａ
亜
び
に
朴
余
教
育
委

Ｈ
、
急
同
体
関
係
者
等
を
対
象
と
し

て
〃
家
庭
に
於
け
る
子
供
の
し
つ
け
ク

午
後
－
酎
内
学
種
職
員
を
対
象
と
し

て
〃
酒
概
数
帝
の
基
本
〃
と
の
∵
部
に

骨
け
て
の
抽
演
会
を
催
し
ま
し
た
。

空
外
先
生
は
、
重
民
大
学
を
卒
業
後

二
十
六
才
で
独
逸
聞
へ
留
学
さ
れ
て
以

来
敬
年
間
、
西
欧
、
支
那
、
印
度
に
学

則
Ⅴ
南
利
四
年
）
以
来
の
教
授
で
、

三
十
∵
才
に
て
文
学
博
士
の
称
坪
を
得

ら
れ
、
糊
に
広
島
大
学
教
授
で
あ
り
ま

ー

　

Ｏ

〕
9午
肌
、
午
後
を
通
じ
満
願
に
あ
る
通
り

子
供
の
し
つ
け
は
ど
う
す
る
べ
き
か
、

叉
清
純
教
育
は
何
か
に
つ
い
て
、
倫
理

輯
学
の
分
野
か
ら
即
ち
細
め
て
基
本
的

な
お
細
が
、
平
易
に
解
明
さ
れ
た
が
、

大
師
頃
旨
を
掲
や
れ
ば
、
先
ず
親
が
心

か
ら
教
え
る
べ
き
実
践
者
と
な
ら
な
け

れ
ば
釈
し
て
効
果
は
上
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
毅
底
は
国
家
、
社
会
の
単
位

居
振
舞
に
璧
巾
ま
で
、
し
つ
け
る
革
が

し
っ
け
の
第
藁
で
あ
る
。
と
れ
も
子

供
に
言
う
盛
票
這
い
、
親
の
日
常
の

あ
り
方
を
よ
く
見
て
い
る
の
は
子
供
た

ち
甘
あ
る
。
一
軍
が
万
事
こ
の
通
り

で
、
彿
庭
で
川
筋
目
を
し
て
い
る
常
の

子
供
が
、
社
会
や
人
の
別
で
宜
派
に
な

れ
よ
う
封
頃
は
い
。
親
た
ち
が
酌
に

お
互
い
に
仙
人
の
革
を
考
え
る
人
に
な

り
、
自
さ
き
の
損
得
を
追
わ
な
い
と
い

う
あ
り
方
で
進
め
ば
、
世
の
中
は
…
凡

て
の
ヱ
虎
は
、
Ⅴ
派
な
社
会
と
な
り
、

触
仝
な
子
供
、
人
の
世
界
、
と
な
る
。

薔
印
度
の
釈
迦
卑
屈
仏
も
日
本
の
畢
徳

太
子
も
支
那
の
孟
ヱ
も
こ
の
本
来
の
線

姓
輸
一
の
革
を
説
い
て
後
世
に
の
こ

し
、
Ｈ
分
の
在
世
中
は
、
国
の
内
外
ま

で
足
を
選
び
つ
ゝ
仙
人
を
救
う
率
（
幾

ら
せ
る
為
）
に
軍
刀
精
進
し
て
世
を
去

り
、
叉
国
情
と
し
て
の
原
則
と
し
て
民

族
の
将
来
を
案
じ
て
い
た
の
で
あ
る

が
、
遺
徳
と
か
、
し
つ
け
と
か
い
う
啓

は
、
勝
敗
的
、
民
族
的
、
億
円
的
で
三

拍
子
揃
っ
て
、
初
め
て
出
来
上
る
も
の

え
な
い
も
の
は
人
間
と
し
て
の
躇
楕
ｈ

な
い
。
．
子
供
に
刈
し
て
も
仙
人
や
外
人
か
ら

も
「
あ
の
行
い
わ
、
美
し
い
」
と
思
わ

れ
る
機
に
、
ド
ア
ー
の
あ
け
せ
き
、
Ⅴ

よ
い
手
本
な
耕
し
、
叉
心
か
与
で
の
機

に
教
え
て
い
な
い
と
子
供
の
し
つ
け
は

い
準
．
は
い
。

要
は
邦
の
心
の
持
ち
方
が
、
置
接
通
じ

て
子
供
の
将
来
を
決
す
る
事
で
あ
る
。

で
、
即
博
に
、
竹
を
木
に
つ
や
機
な
革

で
は
絶
対
に
出
来
る
も
の
で
は
な
い
。

日
本
も
終
戦
後
心
の
よ
る
べ
と
し
て
の

根
本
を
英
い
、
大
体
浮
き
浮
き
の
姿
と

な
っ
て
い
る
が
、
も
は
や
戦
後
で
は
な

い
。
世
界
国
教
の
建
殻
と
い
う
よ
う
な

字
句
が
生
れ
、
人
工
徴
用
は
、
や
が
て
将

来
月
仏
ど
へ
群
け
る
世
の
中
に
替
る
革

も
老
え
ら
れ
て
い
る
折
柄
、
宜
派
な
遺

徳
を
つ
ち
か
っ
て
、
余
世
界
の
上
に
買

け
ん
す
る
心
構
え
を
持
つ
革
は
必
須
要

件
と
な
っ
て
来
た
。

互
い
に
相
手
方
の
革
を
考
え
令
っ
鰊
聞

散
会
こ
そ
、
共
輸
社
会
と
し
て
の
仕
草

が
出
琴
毒
に
な
ろ
う
。

Ｈ
先
の
即
得
に
の
み
う
な
さ
れ
、
諏
再

し
て
い
る
佃
は
ま
だ
く
間
也
に
な
ら

な
い
。
世
の
中
の
人
か
〃
苦
労
が
多
い

と
か
、
苦
し
い
心
塊
で
〃
と
か
言
っ
て

い
る
が
、
九
十
九
％
は
無
駄
な
師
神
的

労
常
で
あ
る
。
．
九
某
、
得
島
々
の
日

で
は
計
る
革
杖
日
華
仏
い
。
一
生
を
通

じ
て
自
然
に
マ
ッ
チ
し
た
研
き
方
を
た

れ
が
ど
の
付
し
通
し
た
か
？
と
い
う
革

で
得
が
糾
め
て
分
る
と
い
う
革
に
な
る

西
洋
の
格
官
に
、
矧
者
は
車
福
で
あ
る

と
言
う
が
、
知
の
み
で
、
赤
福
と
不
幸

諭
、
勉
学
に
は
最
拳
を
尽
す
革
枚
絶
対

必
梨
だ
が
、
八
の
草
書
え
き
ら
な
い

剛
披
ま
だ
！
＼
八
闇
と
し
て
の
進
歩
は

な
い
と
軍
つ
。

父
人
∴
衛
無
私
造
れ
て
も
、
小
指
云

造
れ
な
い
の
が
、
即
ち
知
、
学
で
あ
る

と
す
れ
ば
、
八
は
大
切
で
あ
る
。
人
を

港
内
革
の
硝
薬
た
の
は
を
の
親
で
あ

る
。
そ
こ
で
こ
の
世
の
中
で
、
先
ず

親
、
相
父
母
と
限
遜
な
い
先
議
が
大

切
で
あ
る
。
凡
て
先
鞭
の
示
唆
に
よ

り
、
現
在
に
達
し
た
啓
は
み
の
が
せ
な

い
革
袋
で
あ
る
。

我
々
は
自
分
一
個
人
の
み
を
考
え
て
、

他
と
対
Ⅴ
す
れ
ば
限
り
な
い
苦
し
み
の

中
に
活
き
る
啓
に
も
な
ろ
う
、
そ
こ
で

無
二
（
卑
屈
）
の
心
に
喋
り
を
開
き
、

他
人
の
革
を
考
え
合
わ
せ
る
。
そ
し
て

物
の
あ
り
が
た
さ
を
わ
き
ま
え
る
人
と

な
り
、
心
か
ら
そ
れ
を
実
践
し
て
い
け

ば
、
子
供
の
し
つ
け
も
、
教
胆
と
こ

れ
に
対
す
る
各
種
の
問
題
も
解
決
す
る

と
て
、
滞
鷺
の
廟
衆
に
強
い
感
銘
を
与

え
ら
れ
て
午
後
有
博
終
了
し
㌔

水
巻
派
出
所
主
任
と
し
て

部
長
田
口
一
氏
就
任

抑
屈
署
で
枕
こ
の
種
署
内
－
．
涼
擁
間
改

革
に
伴
う
人
草
の
輿
動
が
発
令
さ
れ
ま

し
た
。
従
来
鞍
部
申
遺
久
氏
杖
二
月
二

十
六
日
付
で
本
薯
交
涌
課
長
と
し
て
本

省
へ
、
後
任
と
し
て
速
茸
派
抑
所
よ
り

部
長
田
口
遠
が
就
任
さ
れ
た
の
で
紹

介
致
し
ま
す
。
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．
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尚
本
年
上
期
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
打
革
し

ま
す
と
（
簡
略
類
場
に
於
け
る
）

【
相
手
チ
ー
ム
】

日
炭
高
松
野
球
部
充
実
か
？

町
内
外
の
期
待
は
強
し

当
ｍ
只
一
の
ノ
ン
プ
ロ
軒
知
団
と
し
て

此
の
糾
構
成
さ
れ
た
。

Ｒ
水
損
仏
株
式
会
社
滞
松
砿
業
所
柄
利

課
に
於
て
、
チ
ー
ム
の
刷
新
中
で
あ

っ
た
が
一
日
中
完
了
、
次
の
通
り
メ

ン
バ
ー
を
発
表
さ
れ
た
の
で
、
田
内
の

門
棚
方
へ
紹
介
致
し
ま
す
。

白
炭
高
松
野
球
部
メ
ン
バ
ー

（
附
敬
称
）

部
　
長
　
　
　
寺
田
鴎
彦

副
部
長
　
　
　
幸
田
　
串
雄

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
村
石
　
治

背
番
号
　
氏
　
名
　
年
令

監
督
五
〇
裸
見
　
場
極
　
3
8

望
円
い
現
わ
す
事
は
摘
果
な
い
・
勿
一

主
将
競

外
野
手

投
　
手

ククク

二二八二　義

八
浪

射1
行

大
神
開
展
亀樋
〓

税

務

便

り

昭
和
　
三
十
三
年
度

町
民
税
申
告
書
提
出
に
つ
い
て

申
告
書
期
限
は
三
月
二
十
日

昨
年
成
Ｗ
Ｌ
ま
し
た
所
得
税
法
の
一
千

億
円
の
減
税
槽
笹
が
実
施
さ
れ
て
串
や

一
カ
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
ま
す
処
の
即
民
税
の
適
Ｔ
Ｅ

な
課
税
、
円
滑
な
る
革
務
を
行
う
に
は

皆
確
万
の
協
力
に
よ
り
、
正
し
い
申
告

轡
を
提
川
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
出
来
る

の
で
あ
り
ま
す
。

幅
和
三
十
三
年
一
月
一
日
現
在
水
巻

即
に
住
所
を
有
す
る
人
で
飢
年
中
に
所

得
の
あ
っ
た
人
は
必
ず
申
告
響
を
掘
出

し
て
下
さ
い
。

給
与
所
得
者
で
給
与
支
払
考
‥
会
社
）

よ
り
給
与
支
払
報
告
酉
が
即
長
和
に
来

て
い
ま
す
が
、
こ
の
人
通
で
も
必
ず
源

泉
徴
収
票
を
削
っ
て
提
出
し
て
下
さ

い
。
盟
量
は
す
で
に
み
な
さ
ん
の
御
草
も

と
に
屑
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
申

告
者
一
人
に
1
．
－
．
枚
で
あ
り
ま
し
て
、
家

族
（
同
居
℡
含
む
）
の
中
で
所
得
者
が

あ
り
ま
す
れ
は
別
々
に
申
告
し
て
頂
き

ま
す
。給
与
㈲
渾
ハ

に
つ
い
て
碓
定
盟
口
さ
れ
た
人
は
源
泉

徴
収
票
が
な
い
か
と
思
い
ま
す
の
で
、

こ
の
槻
な
お
方
は
確
定
印
告
を
し
た
旨

を
卍
大
し
て
下
さ
れ
ば
、
裾
泉
徴
収
頭

を
訳
滅
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

計
載
し
た
空
目
封
は
例
年
の
様
に
の

り
づ
け
さ
れ
る
頓
に
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
は
望
遠
に
家
屋
調
査
番
号
を
乱

入
す
る
校
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
番
号

墜
戸
別
に
番
号
が
打
っ
て
あ
り
ま
す
。

毅
塵
附
属
と
「
白
い
丸
い
」
横
紙
は
主

家
の
調
査
番
号
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
印
吾
留
は
阻
長
に
提
出
し

て
、
組
長
さ
ん
か
ら
駐
琶
へ
、
駐
在

Ｈ
か
ら
酎
艮
（
役
場
）
の
方
へ
捉
出
し

て
頂
く
革
に
な
っ
て
い
ま
す
。

納
税
組
合
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
〓

現
在
田
内
各
部
落
で
粁
成
さ
れ
て
い

る
納
柑
組
合
は
二
十
糾
合
で
、
そ
の
加

入
者
教
生
ハ
一
日
名
で
あ
り
ま
す
。

納
税
に
つ
い
て
は
手
数
が
か
か
ら
ず

た
や
す
く
納
秘
が
川
来
ま
す
し
、
父
納

耕
組
合
と
し
て
の
特
殊
な
恩
興
が
あ
る

の
で
、
観
合
員
よ
り
非
常
に
討
ば
れ
て

お
り
ま
す
。

末
加
入
の
方
轍
壊
寄
り
の
組
合
長
へ
相

談
さ
れ
る
と
簡
単
に
加
入
が
州
来
ま
す

見
て
比
の
隙
髭
非
別
人
下
さ
る
機
お
奨

め
し
ま
す
。

因
に
、
各
納
糊
糾
合
の
名
称
と
肌
合
艮

氏
名
と
を
参
考
と
し
て
掲
載
致
し
ま

す
。
的
合
名
　
組
合
長
氏
名

Ｗ
屋
敷
　
　
入
江
　
道
彦

下
　
二

片
　
川

晋
　
限

の
で
、
ニ
干
ニ

竪
　
市
田
八
三

樹
　
武
雄

山
噺
富
士
雄

本
田
健
次
郎

楠
田
　
恒
男

横
米
東
部
　
中
西
　
喜
一

ク
　
中
部
　
桑
野
　
国
洪

ク
　
西
都
　
官
順
　
功

ク
　
国
道
　
森
田
　
孝
雄

ク
大
些
二
　
上
杉
　
森
美

ク
　
先
申
　
武
尾
　
光
雄

ク
　
市
場
　
伊
藤
　
晴
雄

高
松
青
果
　
汀
藤
椅
一
郎

盲
　
貨
　
　
村
田
　
巣
作

新
生
街
　
　
篠
原
要
次
郎

槌
　
Ｈ
　
　
泥
辺
　
開
府

猪
　
熊
　
　
柴
田
己
粍
治

机

　

　

　

梶

川

　

武

矢
野
市
場
　
矢
野
　
藩
壮

苫
田
ノ
∵
　
佐
欠
本
畿
雄

以
上
で
あ
り
ま
す
。

－

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

－

…
柵
義
務
を
果
し
て
　
　
…

ク　クク　　　ク

ク撃クク禁

四三六一4〇四三だ六

喰申茄柿
田村在豆本－

実
車
哉
征
矢
孝
一

Ⅲ
田
東
洋
男

上
帯
　
傭
雄

川
下
　
玄
彦

花
田
　
轄

クク匹ク≡三
月　　目

元（∋六三二
日　目　巨＝ヨ　日

東
館
彦
島
（
招
待
）

三
井
田
川
　
ク

束
圧
彦
島
　
ク

ｕ
石
ワ
タ
イ
ヤ
ク

発
狂
大
牟
田
ク

あ
り
ま
す
。

常
に
帯
松
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
練
習
を
統

け
て
腐
り
ま
す
の
で
、
望
憲
ど
の
不

良
化
防
止
の
．
崩
よ
し
て
、
悪
い
遊
び

か
ら
救
い
出
壕
ｌ
意
気
あ
る
練
習
風
東

に
つ
と
め
て
接
鉦
さ
せ
、
心
身
の
た
ん

れ
ん
に
導
か
れ
る
機
お
す
ゝ
め
ー
意

お
子
さ
ん
方
の
新
入
学
に

そ
な
え
ま
し
ょ
う

石
目
一
日
　
Ｒ
鉄
蹄
構
　
ク

ク
　
二
日
　
目
鉱
佐
常
関
ク

尚
、
近
接
地
八
幡
郵
鉄
、
門
司
鉄
道
局

三
菱
化
成
と
は
俄
膵
調
合

以
上
捺
、
当
酎
即
ち
高
松
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
関
的
さ
れ
る
も
の
の
み
で
す
が
、
こ

の
間
多
く
の
ノ
ン
プ
ロ
チ
ー
ム
と
の
試

合
が
予
覚
さ
れ
て
お
り
、
∵
十
回
以
上

に
も
な
り
て
い
ま
す
ｌ
。

こ
の
強
力
な
口
炭
簡
松
チ
ー
ム
の
名
声

と
共
に
当
水
稗
田
の
存
在
も
、
広
く
巷

の
薪
規
を
ま
く
軒
が
予
期
さ
れ
ス
Ｈ
訳
で

す
。
尚
新
編
成
記
念
試
合
に
姓
、

東
圧
蓼
島
の
チ
ー
ム
を
ｍ

待
、
甫
松
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て

火
難
が
切
ら
れ
た
が
、
冊
へ
＝

に
先
だ
ち
、
日
頃
蘭
松
薪
佃

の
車
を
祈
り
、
即
旗
を
贈
Ｈ

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

尚
、
私
事
所
よ
り
花
束
も
贈

ら
れ
、
を
の
他
界
関
係
同
体

や
、
南
海
フ
オ
ー
ク
ス
革
友

誼
団
体
よ
り
果
物
師
が
贈
ら

れ
、
折
柄
の
瀬
天
候
風
を
は

ら
む
な
か
に
、
い
や
が
上
に

も
認
気
は
帯
揚
し
試
命
統
異

は
、
天
候
の
那
命
で
正
憲

試
合
に
は
な
り
得
ず
と
い
う

も
、
一
点
を
東
圧
に
リ
ー
ド

さ
れ
速
に
邦
を
閉
じ
た
。

【
写
窄
監
霜
罠
一
価
】

火
災
は
起
す
ま
い

こ
の
上
な
い
恐
怖
／

最

も

大

き

去
る
二
月
二
十
八
日
午
後
二
伸
過
ぎ
発

火
し
た
再
田
区
織
田
社
宅
街
の
火
災
は

一
瞬
に
し
て
、
六
戸
雄
平
岸
一
機
を
全

焼
し
て
、
三
十
一
名
の
被
災
者
を
増
し

各
々
持
出
し
た
家
財
道
具
も
殆
ん
ど
使

い
物
に
な
ら
な
く
祖
壊
し
た
の
で
あ
り

ま
す
が
、
火
元
は
、
炬
腿
の
火
の
崩
熱

い
む
だ
／

か
？
と
言
わ
れ
て
い
る
。

仝
国
的
に
火
災
原
田
の
七
〇
％
以
上
は

不
注
意
に
よ
る
も
の
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
博
さ
ん
の
粍
恵
に
よ
っ
て
水
韓
附

の
火
災
を
博
滅
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
択
住
に
於
て
は
年
中
毎
日
明
務
係

Ｈ
の
方
が
、
礫
間
十
停
頓
「
区
内
の
皆

．

一

権

利

の

主

張

…
　
明
る
い
町
の
第
一
歩

Ｈ
 
ｌ
棚
正
し
い
申
告

一

正

し

い

課

税

　

　

一

一
　
納
め
て
築
け
町
造
り
一

．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

＿

－

・

＿

－

　

－

1

1

1

1

1

－

　

－

－

ｔ

一

　

一

ｌ

ｌ

＿

＿

ｌ

ｌ

，

一

＿

さ
ん
、
火
の
元

に
気
を
つ
け
て

下
さ
い
ご
フ
ジ

オ
生
白
を
小
さ

く
」
と
、
父
防

邪
に
つ
い
て
の

革
も
、
こ
の
三

点
に
つ
い
て
は

よ
く
よ
く
放
送

さ
れ
て
あ
る

が
、
凡
て
、
注

意
を
喚
び
起

し
、
こ
の
恐
ろ

し
い
火
災
や
、

犯
罪
を
起
さ
せ

ま
い
、
そ
し
て

熱
畢
レ
て
翌
日

．
の
業
務
に
そ
れ

人
＼
粁
肋
し
て

煙
い
、
お
互
い

に
踊
る
い
家
庭
生
精
を
続
け
て
行
こ
う

と
い
う
心
づ
く
Ｌ
に
外
な
ら
な
い
の
で

あ
る
が
、
仙
々
禍
閑
が
絶
て
な
い
も
の

で
す
。
次
に
習
い
域
め
で
す
が
、
今
一
度
し
っ

か
り
か
み
し
め
て
、
火
災
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
。

「
先
ず
出
る
時
、
入
る
時
必

ず
火
の
元
に
気
を
配
る
こ
と

一
、
防
火
用
水
は
バ
ケ
ツ
一
杯

で
も
火
気
を
使
用
す
る
近
く

に
備
え
て
お
く
こ
と

二
二
留
守
の
家
に
は
火
気
を
な

く
す
る
こ
と

「
▼
　
電
気
の
ス
イ
ッ
チ
等
は
よ

く
調
べ
て
み
る
こ
と

一
、
組
中
で
寄
り
合
う
様
な
場

合
は
必
ず
、
防
火
、
防
犯
に

関
す
る
お
話
を
し
て
お
互
い

同
志
が
常
に
忘
れ
な
い
こ
と

「
▼
留
守
を
あ
け
る
時
は
必
ず

近
所
、
臆
の
方
へ
行
先
も
言

い
置
き
、
留
守
を
お
願
い
し

て
行
く
こ
と

以
上
敬
現
挙
げ
ま
し
た
が
、
お
互
い
に

注
意
を
よ
び
き
ま
す
革
が
只
一
つ
の
防

火
の
基
本
で
あ
り
ま
す
。

尚
、
当
町
も
三
年
前
ま
で
の
無
火
災
の

！
火
磐
錯
－
、
誓
節
懇
慧
い
警
姦

諏
し
て
下
さ
い
。
今
回
の
火
災
で
も
、

凪
も
な
く
、
水
の
僻
も
最
良
で
、
し
か

も
屏
間
の
革
で
あ
っ
て
も
火
災
と
な
れ

ば
、
六
世
帯
は
一
瞬
に
し
て
焼
け
出
さ

れ
た
の
で
あ
里
試
す
。

御

　

礼

萎
空
百
四
日
苫
田
ノ
三
居
住
小

田
的
雄
氏
よ
Ｊ
ｌ
亡
父
撒
賢
夫
殿
葬

儀
に
際
し
再
興
返
し
と
し
て
、
父

后
ｊ
十
八
貝
望
臼
田
ノ
ニ
肩
住
白
石

政
雄
氏
よ
り
亡
母
敢
イ
ワ
紺
葬
儀

に
際
し
同
機
香
典
返
し
と
し
て

附
社
協
福
祉
資
金
と
し
て
共
に
命

一
封
御
寄
附
き
れ
ま
し
た
の
で
紙

上
を
以
っ
て
余
日
の
皆
様
方
へ
御

船
介
巾
上
げ
、
厚
く
御
礼
申
上
げ

ま
す
。
水
準
旧
社
会
福
祉
協
讃
会

の
、
幼
粁
脚
に
通
い
乍
ら
も
耳
小
さ
ん

は
毎
日
〃
さ
あ
一
年
鐘
だ
〃
と
て
幾
度

か
口
に
語
り
身
構
え
も
勇
ま
し
い
風
見

が
演
じ
ら
れ
て
お
る
革
と
思
い
ま
す
。

陀
年
開
局
入
翻
以
寒
、
染
閻
坐
情
の
基

本
的
訓
育
や
、
几
て
の
点
で
基
本
的
教

贅
も
招
来
つ
1
あ
る
革
で
し
ょ
う
が
、

小
学
校
に
入
学
し
て
身
体
か
悪
い
槻
な

革
に
な
る
と
、
糊
孟
ハ
に
気
の
欝
で
す

こ
の
点
特
に
御
注
意
下
さ
っ
て
、
す
く

く
と
新
郷
の
伸
び
る
姿
で
心
身
共
に

健
全
に
渦
し
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

更
に
、
子
供
の
革
は
槻
さ
ん
が
議
よ

く
知
り
つ
く
し
て
あ
る
革
で
す
か
ら
、

人
な
み
で
な
い
点
、
人
よ
り
す
亘
れ
た

草
…
；
出
来
得
る
限
り
平
常
線
に
持
っ

て
行
く
欄
に
十
分
御
辞
意
の
上
入
学
き

せ
ら
れ
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
叉
中

学
校
に
聖
品
ろ
‥
子
供
さ
ん
と
し
て

は
、
小
学
校
の
璧
壷
い
、
学
科
の
内

贅
も
ず
つ
と
む
ず
か
し
く
な
り
、
生
徒

も
、
だ
ん
！
＼
人
間
的
に
夏
良
を
加

え
、
糀
帝
的
な
間
も
確
分
1
－
日
わ
り
ま
す

の
で
、
こ
れ
叉
身
体
を
オ
天
に
し
て
勉

学
に
た
え
得
る
革
、
叉
銀
令
的
に
い
ろ

い
ろ
の
研
贋
も
好
ん
で
つ
き
た
が
る
の

で
あ
り
ま
す
か
ら
粕
川
健
康
に
韓
肯
し

て
頂
く
革
で
あ
り
ま
す
。

親
の
方
で
勉
学
の
革
ば
か
り
を
賓
点
に

お
き
、
身
体
の
革
を
忘
れ
る
機
な
革
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
父
軍
産
抗
期
と
い
う
革
が
精

神
科
学
者
に
よ
っ
て
害
わ
れ
て
い
る
博

期
で
も
あ
り
、
こ
の
点
に
も
十
分
留

意
し
て
、
心
身
共
に
す
な
お
な
朋
朗
な

横
浜
国
立
大
学

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

水
巻
発
表
会
案
内

玉
顔
さ
ん
と
し
て
成
長
さ
せ
る
革
が
犬

◎
三
月

某
日
公
民
鮒
主
催
（
水
巻
音
一

田
の
名
は
い
つ
し
か
ふ
っ
飛
び
、
昨
年

来
九
回
に
の
ぼ
る
大
き
な
火
災
が
あ

り
、
叉
ポ
ヤ
を
入
れ
ま
す
と
十
数
回
に

な
り
ま
す
。
特
に
本
年
は
早
春
よ
り
の

出
火
で
あ
り
ま
す
。
ポ
ヤ
も
一
、
二
回

あ
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
今
一
度
、
火
事
は
恐
ろ
し
い

楽
サ
ー
ク
ル
）
町
民
会
館
ホ
ー
ル

入
場
料
　
別
売
券
　
五
十
円

当
　
日
　
七
十
門

前
商
券
些
再
五
日
か
ら
教
頭
事
務
局

や
田
内
バ
ス
停
（
切
符
売
店
）
に
て
発

売
し
て
い
ま
す
。

尚
、
こ
の
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
関
東
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
遵
嘩
一
カ
年
二
位

切
と
思
い
ま
す
。

さ
て
本
年
度
各
学
校
へ
入
学
す
る
児
環

の
敬
は
次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

学
校
名
　
人
　
員
　
学
級
数

下
二
小
学
校
　
三
二
九
名
　
六

頃
未
　
ク
　
一
三
〇
　
　
四

机
　
ク
　
一
七
七
　
　
四

猪
熊
　
ク
　
≡
孟
　
　
六

計
　
「
〇
六
一
　
二
〇

中
学
校
へ
の
進
学
状
況

学
掩
名
　
　
人
勘
　
学
級
数

水
巻
中
学
校
　
二
両
七
名
　
七

水
華
南
中
学
校
一
九
二
者
　
四

割
　
　
　
五
四
〇
名
　
工

入
学
日
小
学
校
－
四
月
五
日
（
士
）

中
学
校
－
四
月
七
日
（
岸
）

当
日
は
共
に
午
酌
十
時
ま
で
に
是
非
学

校
へ
到
辞
さ
れ
る
機
願
い
ま
す
。

持
参
し
て
頂
く
も
の
は
〃
就
学
涌
知
状

〃
を
御
忘
れ
な
い
よ
う
に
。

痘
ハ
り
、
関
西
大
学
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と

酢
を
軍
っ
定
評
あ
る
ク
ラ
ブ
で
、
今
回

九
州
秘
事
旅
行
甲
棉
同
市
と
水
草
酎
の

み
（
棉
冊
脾
）
で
慨
萎
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。


